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フードソリューション事業

グループ内へのシェアードサービスに加え、主に品

質管理サービスや外食企業の業務効率化に寄与す

る情報システムサービス、不動産・建築関連サービ

ス、業務用調理機器などコア事業を補完する事業

を展開しています。「外食ビジネスをトータルにサ

ポートする」総合力の機能を担っています。

営業概況
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百万円 営業利益

売上高

　12,499 百万円 (+  7.3%)

営業利益

  　615 百万円 (+  217 百万円 )

2022 年度2022 年度

　5.8％

セグメント別
売上構成比

食品の品質管理、業務用調理機器、店舗内装設計 ・ 施

工などの 「外食ビジネスをトータルにサポートする」 機

能について引き続き提案を強化し、 グループシナジー

の最大化を図りました。特に 2022 年度は需要が急

回復する一方で人手不足が深刻な課題となっている

外食産業に向けて、 業務用調理機器を取り扱う（株）エ

フ ・ エム ・ アイでは、 省力化が図れる機器の提案を強

化するとともに、 外食産業向け業務支援システムを提

案する （株） アスピットでは、 「AI 顔認証タイムレコー

ダー」 や 「電子請求書システム」 などの新たなサービス

を実装し、飲食店のデジタル化の推進に注力しました。

加えて、 両社ともグループ内の展示商談会に積極的に

出店するなど、 グループシナジーを発揮した外食産業

の課題解決に繋がる提案を強化しました。

「外食ビジネスをトータルに

サポートする」 総合力の機能

• 品質管理サービス

• 外食企業の業務効率化に寄与す

る情報システムサービス

• 不動産 ・ 建築関連サービス

• 業務用調理機器、 など

※年度

※年度
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ビジネスの詳細はWEBをご覧ください

https://t-biz.to-ho.co.jp

品質管理サービス

ビジネスの詳細はWEBをご覧ください

https://aspit.jp

外食産業向けASP事業

自社農園 システム開発

ビジネスの詳細はWEBをご覧ください

http://tohoconstruction.jp

店舗内装設計・施工､営繕、不動産仲介

ビジネスの詳細はWEBをご覧ください

https://www.fmi.co.jp

ビジネスの詳細はWEBをご覧ください

https://syscon.gr.jp/

業務用調理機器などの輸入・製造・販売

株式会社 システムズコンサルタント 

HP作成、社内便処理など

2022年度トピックス

業務用調理機器を取り扱う（株）エフ ・ エム ・ アイ

では、主要顧客である外食産業に加え、安定した

需要が見込める中食 ・ テイクアウト業態への販促

活動を継続して推進し、販路を拡大しました。

また、 グループ内の展示商談会へ積極的に出展

するなど、 グループシナジーを発揮した外食事業

者の課題解決に繋がる提案を強化しました。

業務用調理機器の販路拡大

需要が急回復する一方で人手不足が深刻な課題

となっている外食産業に向けて、 飲食店向け業

務支援システムを提供する（株）アスピットでは提

案営業を強化しました。 2022 年度は 「AI 顔認

証タイムレコーダー」 や 「電子請求書システム」 な

どの新サービスも導入しています。

業務支援システムで外食産業の

人手不足対応に貢献

（特例子会社）

AI顔認証タイム
レコーダー(イメージ)。


